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	ToGikai
	vol.8

	動く5月 問う6月
	後援会(無料)の ご登録はこちら
	会員数 500人突破！


	3日
	緊急要望から　　　で動いた東京都
	中東情勢や感染症拡大を受け

	小池都知事に 緊急要望を提出
	ライフスタイル部会で 世田谷区「アップス」を視察
	5月の東京都議会


	　5月は、議会の閉会中審査・委員会活動と並行して、各地のイベントや視察に足を運んだ一か月となりました。中でも強く印象に残ったのは、立場や肩書きを超えて語り合う「対話の場」に身を置けたことです。
	政治というと、どうしても“遠いもの”“難しいもの”として見られがちです。でも実際には、日々の暮らしや将来への不安、働き方や子育て、学びや生きづらさなど、一人ひとりの人生と地続きのものでもあります。
	　5月10日には、ivote主催の若者と政治家がフラットに話せる場「Z's Hub」へ伺いました。「政治に関心を持ってください」と一方的に呼びかけるだけではなく、まずは安心して話せる場をつくる。その積み重ねが、政治と社会の距離を少しずつ近づけていくのだと、参加して改めて感じました。私自身も、20歳で政治に出会いそこから走り続けてきた一人として、率直な思いを話す貴重な機会となりました。16日には、民主主義ユースフェスティバルで、能條桃子さん進行のもと、辻元清美参議院議員と「次の時代の女性政治家」をテーマに対談させていただきました。市民運動などで女性の権利を力強く訴えてくれた先人たちのおかげで、私たちは
	かなり生きやすくなったと感じています。ジェンダー平等を求めるほど女性支援ばかりがテーマとなりがちですが、実は女性が抱える課題の多くは男性にも通じます。 すべての人が活躍する社会を主語にしたとき、性別が必ずしも前提とならない時代が来ているように感じます。右でも左でもなく、仲良くのマインドを久しぶりに思い出した一日でした。
	「対話」とは、答えを押し付け合うことではなく、それぞれが立っている場所を可視化し、共通の地点を探っていく作業だと思います。議場での質疑も、街頭での演説も、本質的にはこの作業の延長線上にあるはずです。
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